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長門市教育委員会
生涯学習スポーツ振興課
文化財保護室
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1

vol.１

な
が
と
の

歴
史
と
文
化
財

御
吉
例
踊
と
申
す
こ
と
に
よ
り
、

往
古
よ
り
当
村
に
踊
り
伝
え
申
し

候
、
所し

ょ
が
ん願
成じ

ょ
う
じ
ゅ就
或
い
は
雨
乞
い
、

八
幡
御
例
祭
の
節
、
上
々
様
方
当

地
御
下
り
の
節
披
露
云
々
」
と
あ

る
。
本
来
は
戦
勝
祝
い
の
も
の
が
、

次
第
に
五ご

こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
祈
願
の
虫
除
け
、

雨
乞
い
の
た
め
の
願
い
の
要
素
を

含
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

南
条
踊
は
48
人
の
踊
子
で
構
成

さ
れ
、
弓
持
、
鳥
毛
槍
、
鉄
砲
持
、

太
鼓
、
さ
さ
ら
、
吹
貫
、
側
踊
、
等

の
面
々
に
よ
っ
て
華
麗
に
舞
う
の

で
あ
る
。
例
祭
当
日
は
、
午
前
10

時
に
３
地
区
（
三
ノ
瀬
、
湯
町
、
門

前
）
の
人
々
が
大
寧
寺
に
集
合
、
午

後
１
時
に
大
寧
寺
に
て
奉
納
始
め
、

２
時
30
分
頃
に
赤
崎
山
楽
桟
敷
で

本
番
踊
、
次
に
飯
山
八
幡
宮
、
湯

本
住
吉
神
社
に
奉
納
し
て
、
当
日

の
行
事
が
終
了
す
る
。
昭
和
43
年

県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

初
秋
、
深
川
赤
崎
神
社
の
例
祭

に
湯
本
南
条
踊
が
奉
納
さ
れ
、
丸

に
十
字
の
大
き
な
花
輪
（
吹
貫
）
を

背
に
し
、
ほ
ら
貝
、
鉦
打
ち
、
太

鼓
な
ど
の
華
や
か
な
踊
が
披
露
さ

れ
る
。
南
条
踊
の
ル
ー
ツ
は
天
正

６
年
（
一
五
八
七
）
の
頃
、
吉
川
元

春
公
に
属
し
て
い
た
南
条
勘
兵
衛

伯ほ
う
き
の
か
み

耆
守
が
逆
心
を
抱
い
た
の
で
元

春
公
は
こ
れ
を
討
滅
す
べ
く
奇
策

を
た
て
、
平
素
か
ら
南
条
氏
が
踊

好
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
壮
士
百

余
名
を
踊
り
子
に
仕
立
て
南
条
氏

の
羽う

え
し
じ
ょ
う

衣
石
城
（
鳥
取
）
に
て
舞
に
こ

と
よ
せ
、一
気
に
切
り
込
み
落
城
さ

せ
た
。
そ
の
舞
こ
そ
武
略
の
踊
と

い
わ
れ
る
南
条
踊
で
あ
る
。

　

後
に
江
戸
時
代
毛
利
氏
が
防
長

２
国
に
移
封
さ
れ
吉
川
氏
も
岩
国

藩
主
と
な
り
こ
の
戦
勝
吉き

ち
お
ど
り
踊
を
伝

承
さ
せ
た
。
こ
れ
を
俵
山
の
藩
士

来
嶋
氏
（
幕
末
志
士
、
来
嶋
又
兵

衛
の
先
祖
）
が
岩
国
か
ら
伝
授
し

持
ち
帰
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
延
宝
２
年
（
一
六
七
四
）、
あ
る

経
緯
に
よ
っ
て
湯
本
に
伝
授
さ
れ
、

そ
れ
以
来
湯
本
南
条
踊
と
し
て
伝

え
ら
れ
た
。
俵
山
も
藩
制
時
代
ま

で
継
承
さ
れ
た
が
明
治
に
入
る
と

廃
絶
し
た
と
い
う
。
風
土
注
進
案

の
俵
山
村
記
に
よ
れ
ば
「
岩
国
の

湯
本
南
条
踊

No.38

湯本南条踊（赤崎山楽桟敷）

●

赤崎山

118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

5月 0 0 0 0

平成22年計 3 0 6 1

21年同時期 2 0 4 2

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

  

海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
!

　

７
月
16
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
間
、
全

国
海
難
防
止
強
調
運
動
を
実
施
し
ま
す
。  

　

今
年
の
重
点
目
標
は
、「
見
張
り
不
十
分
ま

た
は
操
船
不
適
切
に
よ
る
衝
突
海
難
の
防
止
」

と
「
海
中
転
落
し
た
遭
難
者
が
無
事
生
還
す

る
た
め
に
有
効
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用

の
推
進
等
」
で
す
。

　

出
港
前
の
船
体
・
機

関
の
点
検
や
見
張
り

の
励
行
、
気
象
・
海
象

情
報
の
早
期
把
握
に

努
め
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
し

て
海
難
を
起
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
!

アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）

７／３（土）13：30～　　
「おばけのラーバン②」  　 

（44分）

７／24（土）13：30～　　
　　　　　「よりぬきキテレツ  　　　

　　　大百科⑨」ほか　
　（100分）

定例行事
 ・紙芝居の会（展示室）  
 ７/３（土）・17（土） 15：00 ～　 

 ・おはなしポケット（展示室）
７/10（土） 15：00 ～　

 ・絵本を楽しむ会（展示室）     
 ７/15（木） 10：30 ～　

 ・たまごの会(展示室)
７/23（金） 10：30 ～　

 ・おはなしの会（展示室）
 ７/24（土） 15：00 ～　

  ・長門読書会（研修室）
 ７/10（土） 13：30 ～　

 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 ７/10（土） ・24（土） 15：00 ～　

移動図書館車

ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 ７ / １（木）・15（木）
　Ｂコース　 ７ /14（水）・28（水）
　Ｃコース　 ７ / ９（金）・23（金）

今月のオススメ本
　『猿の詩集（上・下）』

丸山健ニ／著　　　
文藝春秋／出版　　

　太平洋戦争末期に、激戦続
く南方の地で命を落とした男。
彼の魂は老いた猿へと乗り移
り、戦後の日本の行く末を目
撃することになる。変貌する国
家の運命と、時代に翻弄され
る人々の姿を見つめる彼は、

自らの血で詩を綴りはじめる。戦争とは、人
間とは何か･･･を問う長編小説。

７
、８
月
の
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

７
月
１
日
（木）
か
ら
８
月
31
日
（火）
ま
で
、
平

日
の
み
本
館
の
開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で

延
長
し
て
い
ま
す
。
通
常
よ
り
１
時
間
長
い

開
館
時
間
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。【
土
曜
日
・
日
曜
日
は
、
午
後
５
時

で
閉
館
し
ま
す
】 

７
月
19
日
（月）
・
20
日
（火）
は
休
館
し
ま
す

　

７
月
19
日
（月）
は
、
海
の
日
で
祝
日
と
な
る

た
め
、
そ
し
て
、
翌
20
日
（火）
も
振
替
休
館
と

な
る
た
め
、
本
館
・
分
館
と
も
休
館
し
ま
す
。

夏
休
み
特
別
行
事
の
ご
案
内

☆
夏
休
み
宿
題
お
手
伝
い
習
字
教
室
開
催

　

夏
休
み
の
宿
題
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！
習

字
教
室
の
先
生
は
、
図
書
館
長
で
す
。

●
日
時　

８
月
８
日
（日）　

９

：

30
〜
11

：
30

●
場
所　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生

●
定
員
数　

30
名
ま
で

● 

参
加
費　

無
料
（
習
字
道
具
な
ど
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）

☆
夏
休
み
図
書
館
体
験„
四し
“
隊

　

夏
休
み
の
一
日
、
長
門
市
立
図
書
館
職
員

に
な
っ
て
み
よ
う
!

●
日
時　

８
月
10
日
（火）
〜
13
日
（金）

　

９

：

30
〜
12

：

00

●
場
所　

長
門
市
立
図
書
館
内

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
５
・
６
年
生

● 

定
員
数　

４
名
／
日（
計
16
名
※
１
人
１

日
）
希
望
日
は
申
し
込
み
順
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料
（
動
き
や
す
い
服
装
で
）

●
夏
休
み
行
事
申
込
先　

長
門
市
立
図
書
館

　

※
電
話
ま
た
は
ご
来
館
く
だ
さ
い

●
申
込
期
限　

７
月
31
日
（土）
ま
で

　

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

☆
新
着
案
内
☆

（
本
館
）  「
空
が
割
れ
る
」 

藤
田
宜
永
、 「
魔
法

使
い
の
弟
子
た
ち
」 

井
上
夢
人
、 「
ふ
と
ら
な

い
毎
日
の
ご
は
ん
」 

茨
木
く
み
子 

ほ
か
（
ゆ

や
分
館
） 「
い
つ
か
他
人
に
な
る
日
」 

赤
川
次

郎
、 「
真
昼
の
花
火
」 

吉
村
昭
、 「
軽
井
沢
令

嬢
物
語
」 

諸
田
玲
子 

ほ
か

 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐７月の休館日‐
 本　　館　 5(月)・7(水)・12(月)・19(月)・
　　　　　 20(火)・26(月)
 ゆや分館　 5(月)・12(月)・19(月)・20(火)・

26(月)

前方ＯＫ！ 救命胴衣ＯＫ！

見張りの励行を！

◆ 

一
般
市
民
の
皆
様
へ

・ 

口
蹄
疫
は
牛
、
豚
、
や
ぎ
な

ど
の
偶ぐ
う
て
い蹄
類
が
感
染
す
る
伝

染
病
で
す
が
、
人
に
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

※ 

偶
蹄
類
と
は
、
前
足
や
後
足

の
指
の
本
数
が
２
本
ま
た
は

４
本
に
分
か
れ
、
蹄
ひ
づ
め
を
持
っ

た
動
物
の
こ
と
で
す

・ 

感
染
し
た
家
畜
の
肉
や
牛
乳

が
市
場
へ
流
通
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
し
て
も
人
体
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

・ 

偶
蹄
類
間
の
感
染
力
が
強
い

ウ
イ
ル
ス
性
疾
病
で
、
人
や

車
等
の
移
動
が
ウ
イ
ル
ス
を

運
ぶ
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
関
係
者
以
外
は
畜

舎
等
施
設
へ
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い

 

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
対
策
に
つ
い
て

　

現
在
、
宮
崎
県
内
で
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
が
発
生
し
、
畜
産
農

家
や
市
民
生
活
へ
の
甚
大
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
山
口
県
内
で
口

蹄
疫
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
地
で
は
感
染
の
拡
大

が
続
い
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

観
光
牧
場
や
ふ
れ
あ
い
農
場

等
で
偶
蹄
類
等
の
動
物
に
接

触
す
る
場
合
、
必
ず
手
指
を

洗
浄
・
消
毒
し
て
く
だ
さ
い

◆ 

畜
産
農
家
の
皆
様
へ

・ 

踏
込
消
毒
槽
の
設
置
に
よ
る

長
靴
等
の
消
毒
、
車
両
や
畜

舎
等
の
消
毒
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す

・ 

関
係
者
以
外
の
畜
舎
等
施
設

の
出
入
り
を
で
き
る
限
り
制

限
し
て
く
だ
さ
い

・ 

飼
養
す
る
家
畜
の
健
康
状
態

の
観
察
を
こ
ま
め
に
行
い
、

異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
関
係
機
関
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

◆ 

問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
政
畜
産
係

℡
23
‐
１
１
３
９


